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邑楽町教育委員会会議録 

開会年月日時刻 令和6年4月26日（金）午前9時29分 

閉会年月日時刻 令和6年4月26日（金）午前10時35分 

開会の場所 邑楽町役場2階204会議室 

議案事項 
 
報告第１号 臨時代理した事務の報告について 
 

その他 

(1) 町の幼児教育・保育施設の再編ロードマップについて 

(2) 群馬県学校教育の指針及び東部教育事務所の運営方針について 

(3) 児童・生徒数（令和6年4月8日現在）について 

(4) 令和６年度 園・学校計画訪問の日程について 

(5) 令和６年度 邑楽町社会教育計画について 

(6) 長期欠席者等の状況について 

(7) 令和６年５月行事予定について 

(8) 次回教育委員会について 

(9) その他 

出席者 

教 育 長    小林 淳一 

委   員    岡田 真幸 

委   員    谷津 洋子 

委   員    中村 郷志 

委   員    橋本 明香 

説明員 

学校教育課長   松﨑 澄子 

生涯学習課長   藤田 和良 

子ども支援課長  川島 隆史 

子ども支援課係長  橋本 憲一 

教育委員会書記  森本 賢太郎 
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議長（小林） 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（小林） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただいまより4月定例教育委員会を開会いたします。 

本日は、会議要項の6の（1）、町の幼児教育・保育施設の再編ロードマッ

プについてに関連しまして、事務局職員に加え、川島子ども支援課長さ

んと、橋本係長さんが出席しておりますのでご了承ください。 

まず初めに、前回の会議録について、岡田委員、谷津委員に署名をお願

いしたいと思います。 

続きまして、今回の議事録署名人を決定いたします。 

中村委員、橋本委員にお願いしたいと思います。 

 

それでは、教育長事務報告をいたします。 

お手元の資料1ページの事務報告資料をご覧ください。 

3月29日、教職員退職辞令交付式に出席しました。退職者4名に辞令を交

付し、本町の教育への功績をねぎらい、お礼を申し上げました。夕方は、

町職員退職辞令交付式に出席しました。 

4月1日朝、町長より教育長の任命書をいただきました。その後の町職員

辞令交付式と課長会議を経た後、教育委員会事務局の辞令交付式があり

ました。午後は町内の教職員辞令交付式でした。3日は、学校教育課長、

新任の事務局職員等と東部教育事務所、館林市教委、邑楽郡各町教委に

就任の挨拶に伺いました。4日、入所式を終えた今年度の総合教育センタ

ー長期研修員1名と特別研修員1名が挨拶に来庁しました。5日、県のスー

パーバイザーが来庁し、スクールカウンセラーの活用における昨年度の

成果と課題について情報交換をしました。8日の午前中は小中学校の入学

式でした。午前中は邑楽南中、午後は中野小の入学式に参加しました。

南中の生徒たちは長柄小学校在職時、毎日のように顔を合わせていたわ

けですが、久しぶりに顔を見て、その成長ぶりにびっくりしました。10

日、管内小中学校長会を開催しました。各校の今年度の経営の重点等を

説明してもらうとともに、教育委員会からは本年度の教育行政方針等の

説明や諸連絡を行いました。夜、町民体育館において開催された令和6年

度邑楽町スポーツ推進委員連絡協議会定期総会に出席しました。挨拶で

は、スポーツのもつ様々な価値を様々な場面で町民に伝えてほしいとい

うことをお願いしました。11日は、鶉農村広場にて第15回邑楽町長杯グ

ラウンド・ゴルフ大会が開催されました。見事に咲き誇る桜の下、開会

式に出席して挨拶をしました。その後、役場に戻り、中野小、高島小、

中野東小、邑楽中を担当するスクールカウンセラーに辞令を交付しまし
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議長（小林） 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（小林） 

 

 

 

 

 

子ども支援

た。午後は今年度の邑楽町教育研究所の辞令交付式でした。運営委員や

研究員となる教職員に辞令を交付しました。夜は令和6年度邑楽町体育協

会定期総会に出席し、生涯スポーツの一層の振興に向けた体育協会の取

組をお願いしました。12日は、長柄小と邑楽南中を担当するスクールカ

ウンセラーに辞令を交付しました。13日の夜は令和6年度邑楽町子ども会

育成会連絡協議会の定期総会が、邑の森ホールにて開催されました。祝

辞では、子どもの成長に地域が関わることの大切さについてお話ししま

した。15日は課長会議がありました。18日は東部管内の教育長会議があ

りました。東部教育事務所より今年度の学校教育の重点等について説明

がありました。その後の第1回邑楽郡教育長会議では、今年度の行事等計

画の確認等を行いました。19日は全員協議会でした。20日は邑の森ホー

ルにて邑楽町文化協会総会と特別記念公演がありました。記念公演は、

日本三大民謡「磯節」・津軽三味線で小学生日本一の小泉拓真さんの民

謡・三味線コンサートでした。小泉さんの卓越した三味線の調べと歌声

に聴き入りました。22日は庁議でした。23日は区長会がありました。25

日夜は長柄公民館にて、邑楽町スポーツ少年団定期総会がありました。

挨拶の中では、青少年の健全育成と少年スポーツの振興に向けたさらな

る取組をお願いしました。 

以上となりますが、何かご質問ありますか。 

 

ご質問がないようですので、議事に入りたいと思います。 

まず、お諮りします。報告第1号、臨時代理した事務の報告については人

事案件のため、また、6その他の（6）長期欠席者等の状況については、

個人情報案件のため、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第14条

第7項及び第8項の規定により、非公開といたしたいと思いますが、異議

ございませんでしょうか。 

 

〔異議なし〕 

 

異議なしと認めます。 

それではこれらにつきましては非公開とし、公開案件審議終了後に協議

したいと思います。 

それでは、6その他の（1）町の幼児教育・保育施設の再編ロードマップ

について、川島子ども支援課長より説明をお願いします。 

 

現在の町立幼稚園の園児数の減少に伴いまして、十分な集団活動や園行
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課長（川島） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（小林） 

 

教育委員（岡

田） 

 

橋本係長 

 

 

 

 

 

教育委員（岡

田） 

橋本係長 

 

 

 

 

事の活性化に支障が出るなどの教育面の問題や、保護者負担の増加など、

運営面においても支障が出ているため、昨年10月に幼稚園の入園申込者、

在園児保護者及び町立の幼保施設に勤務する職員に対して、町立幼稚園

の再編について検討を開始していく旨の説明をさせていただたところで

ございます。 

今後の再編を検討する上で、町の幼児教育、保育施設の再編ロードマッ

プを作成いたしました。 

そちらをご覧いただきますと、令和6年4月ちょうど今現在、職員向けに

再編に向けたアンケート調査を実施しております。5月2日が提出期限と

いうことでお願いしてございます。 

6月以降の項目については、記載している内容となってございます。 

また今年度は、令和7年度から令和11年度までの5年間を計画期間とした

第３期子ども子育て支援事業計画を作成する時期に当たるため、今後も、

幼稚園の保護者や、町の子ども・子育て会議などから意見を伺った上で、

最終的に今後のスケジュールを策定していくことになります。本日はそ

のロードマップを作成しましたという報告案件になりますので、ご承知

おきいただければと思います。 

 

今の説明について、ご質問ありますか。 

 

令和6年度にいろいろアンケートを行い、情報を集めて令和7年度に再編

に向けた準備を開始する。具体的にどうするかは来年考えるわけですか。 

 

もう少しスケジュールが前倒しになっておりまして、令和6年度中に令和

7年以降の施設の配置などの方針を記載した子ども・子育て支援事業計画

を策定する予定になっております。その計画の中で具体的な再編の方法

までお示しする予定になっております。令和6年度中に情報収集を行い、

計画も立てることになります。 

 

具体的に再編するのは、令和8年度ですか。 

 

準備にどれぐらい時間がかかるのかというのも十分に職員の意見を聞き

ながら進めていきたいと考えておりまして、1年で再編ができるという話

になれば、令和8年度でということになるかもしれませんし、もう少し時

間が必要だということであれば、時間をかけて、じっくり実施をしてい

くという方法を検討していくことになると思います。 
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教育委員（岡

田） 

橋本係長 

 

 

 

 

 

教育委員（岡

田） 

橋本係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員（中

村） 

橋本係長 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員（中

村） 

橋本係長 

 

 

教育委員（岡

 

ハード面でいうと、建物関係に心配はあるのでしょうか。 

 

3歳未満のお子さんをお預かりする場合、今の幼稚園の施設では対応がで

きず、乳児室であるとか、自分の園で調理ができるよう調理施設とかを

作る必要があります。そういった施設整備をするような方向で考えると

当然時間がかかりますので、そういったところも含めて、今年度作成す

る計画の中でじっくり考えていきたいと思っています。 

 

幼稚園は、それぞれ何人ぐらい在園しているんですか。 

 

現在、長柄幼稚園が35人、中野幼稚園が53人です。今の子ども・子育て

新制度が始まったのが平成27年なのですけれども、当時、長柄幼稚園は

96人で、中野幼稚園は148人でしたので、当時と比べると3分の1くらいの

人数になってしまっています。多くは保育園にまわっているのか、子供

の数全体は減っているのに、保育園の人数は、逆に増えている状況です。 

令和元年に幼児教育・保育の無償化が始まってからは、その流れは一気

に加速しており、対応は早急にしないといけない状況であると把握して

おります。 

 

アンケートは1回やるだけでしょうか。 

 

アンケートについては、職員向けのアンケートを実施しておりまして、

そのアンケートの結果について、直接、職員に説明をするような機会を

設けてその場やその後でも随時、ご意見をお伺いして、子ども・子育て

会議に反映できるような仕組みにしていければと考えております。 

利用者に関しても同様に、アンケートを実施する予定がありまして、保

護者の説明会と併せて、随時、園や役場で意見が伺えるような仕組みづ

くりをしていければと考えています。 

 

利用者のために、それらを丁寧に進めていただければと思います。 

 

利用者と働いている職員に十分に意見を聞きながら、よりよいものが作

れればと思っておりますので、よろしくお願いします。 

 

再編については幼稚園だけを考えているのですか。 
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田） 

橋本係長 
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当面は、幼稚園の園児の減少をどうするかというところが、1つの問題か

と考えています。将来的な話としては、こども園化ですとか、総合的に

町の施設全体をどうするのかということについても、検討をしていけれ

ばと思うのですけども、当面の課題は幼稚園であると考えています。 

 

ほかにご質問ございますか。それでは、この件に関しましては、このと

おりご承知おきいただければと思います。なお、川島子ども支援課長と

橋本係長はここで退席となります。ありがとうございました。 

続きまして、その他(2)群馬県学校教育の指針及び東部教育事務所の運営

方針について、私から説明をさせていただきます。 

今年度3月に「群馬県教育ビジョン（第4期群馬県教育振興基本計画）」が

策定されました。これは、令和6年度から令和10年度までの5年間の計画

です。最上位目標は「自分とみんなのウェルビーイングが重なり合い、

高め合う共生社会へ向けて」で、サブテーマは「ひとりひとりがエージ

ェンシーを発揮し、自ら学びをつくり、行動し続ける『自立した学習者』

の育成」となっています。ここで言う「ウェルビーイング」とは、「個人

だけでなく地域や社会も含めて幸せな状態」のことです。「エージェンシ

ー」とは、「自分の人生や社会をよりよくしていこうとする意志の強さ」

を表すのだそうです。要は、自分もみんなも幸せな社会を創っていくた

めに、「自分で考えて、自分で決めて、自分で動き出す学習者」を育成し

ていくということです。簡単に私自身の解釈で言いますと、自分もみん

なも幸せな社会を作っていくために、自分で考えて自分で決めて自分で

動き出す学習者を育てていく、育てていこう。いろんな諸問題、地域の

課題とか社会の問題とか子供たちが将来直面する課題は、いろいろある

わけですけども、幸せな社会を作っていくために、自分で考えて自分で

決めて自分で動き出す学習者を育成していこうというのが、この計画の

一番の根本だというふうにとらえました。 

令和6年度の「学校教育の指針」は、この「群馬県教育ビジョン」に基づ

いて作成されています。例えば、「確かな学力の育成」の項目では、「教

師が『～させる』授業から、児童が『～する』授業へ」という見出しが

つけられています。これはまさしく、子どもが「自分で考えて、自分で

決めて、自分で動き出す」授業（子どもが主語の授業）への転換を求め

ているということであり、「群馬県教育ビジョン」が反映していると考え

ます。詳しくは、県のホームページ等で確認していただければと思いま

すが、要は、県の教育ビジョンが、この学校教育の指針に反映しており、
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議長（小林） 

 

 

 

 

 

根本は、自分で考えて自分で決めて、自分で動き出す学習者の育成だと

いうところになります。次に､東部教育事務所運営方針について簡単に説

明いたします。 

群馬県教育ビジョンの実現を図るため、「和と実践、９市町とともに未来

を担う人づくり」をキーフレーズに､「東部は一つ」という強力な連携を

基盤として、学校・家庭・地域が協力して未来を担う人づくりに積極的

に取り組むこととしています。４つの柱、学校事務、人事事務、信頼さ

れる学校づくりの支援、学び合い、高め合い、つながり合う生涯学習社

会の構築を掲げ力強く推進していくという内容です。 

以上になりますが、何かご質問はありますか。 

 

「エージェンシー」は、定義が書いてありますが、一番大事な「ウェル

ビーイング」の定義がどこにも書いてありません。カタカナ言葉で非常

にわかりにくい。「ビジョン」もカタカナ言葉で、日本語で記載されるべ

きと思います。 

 

県の第3期の教育振興基本計画までは、大人向けの内容でしたが、今回策

定された第4期教育振興基本計画は、最初のページに児童生徒の皆さんへ

というフレーズがあって、この計画はこういうふうな内容で、皆さんこ

ういった人になりましょうみたいなことが書かれています。県は今まで

学校の教員に、こういう教育をやっていきましょうという投げかけをし

ていたのですが、今回、生徒に対して、こういう方向でやっていこうと

いうことを打ち出したところに非常に新しさを感じます。 

国の教育振興基本計画の中でウェルビーイングという言葉と、持続可能

な社会の創り手の育成の2点が出ていまして、県の教育ビジョンはそれを

反映したものとなっているのですけれども、用語が難しいのは確かです

ね。 

ウェルビーイングを単純に言えば、自分だけではなく、地域も社会もみ

んな幸福な状態という言い方をしています。 

 

ほかにご質問がないようですので、続きまして（3）児童生徒数について

私から説明します。 

令和6年4月8日現在の町内小学校の児童数は合計1,091名、中学校の生徒

数は604名となっています。資料をご覧いただいてお分かりのように、中

野東小学校の１年生が31名です。35名を1クラスとする国の標準学級数で

言えば1クラスになるわけですが、群馬県では小学校 1・2 年生を30人学
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生涯学習課

長（藤田） 

 

 

 

級としていますので、2クラスとなっています。中野小の2年生も62名な

ので国の標準学級数で言えば2クラスになるわけですが、同様の理由から

3クラスになっています。邑楽南中学校の3年生は73名で、40名を1クラス

とする国の標準学級で言えば2クラスになるわけですが、群馬県は小学3

年生から中学3年生までを35人学級としているため、邑楽南中学校の3年

生は3クラスとなっています。今年度の町内の全児童生徒数を令和5年度

の4月7日と比べてみますと、小学生は30名の減、中学生は7名の減です。

学級数は、今年度も昨年度と同じ74学級となっています。 

以上となりますが、何かご質問等ありますでしょうか。 

 

ご質問がないようですので、この件につきましては、このとおりご承知

おきいただければと思います。次の（4）令和6年度園・学校計画訪問の

日程について、松﨑学校教育課長より説明をいたします。 

 

会議要項の 7 ページをご覧ください。資料は、令和 6 年度の幼稚園、こ

ども園、小中学校計画訪問の日程です。昨年まで園の参観はありません

でしたが、今年度はございます。園の参観は、年度に 1 回です。長柄幼

稚園は前期、中野幼稚園とおうらこども園は後期になります。 

前期計画訪問は、高島小学校の 5月 22日（水）から中野東小学校の 6月

24 日（月）まで、日程表のとおり実施されます。参考に、右側に後期の

予定日を記載いたしました。詳細な日程は、訪問日の 10日前までに各園・

学校から事務局に提出されますので、変更がありましたら、随時お知ら

せいたします。委員のみなさまには、都合のつく範囲で授業の様子をご

覧いただければと思います。よろしくお願いいたします。 

 

ご質問はありますか。ないようですので次に移りたいと思いますが、ぜ

ひお時間があれば、ご参加いただきまして邑楽町の子供たちの活躍する

様子をご覧いただければと思います。 

続きまして（5）令和6年度邑楽町社会教育計画について、藤田生涯学習

課長より説明をいたします。 

 

令和6年度 邑楽町社会教育計画をご覧ください。7ページまでは、町の

教育行政方針のうち、生涯学習課関係の抜粋となっております。8ページ

は本年度の職員体制です。本年度は文化財係と高島公民館以外の係・施

設で異動がありました。生涯学習課の職員総数は43人。うち正規職員及

び再任用職員が19人、会計年度任用職員が24人です。9ページは予算の推
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移と本年度予算の内訳です。主な事業として、長柄公民館のトイレ洋式

化工事、高島公民館工芸室空調更新工事、町立図書館照明器具更新工事、

町民体育館の松本公園防球ネット改修工事を予定しております。10ペー

ジから12ページは、本年度の生涯学習課事務局の職務分担です。13ペー

ジから15ページは生涯学習係の事業計画です。概ね前年度と同様の事業

計画となっております。16ページは文化財係の事業計画です。17ページ

以降につきましては中央・長柄・高島の3つの公民館、町立図書館、町民

体育館の職務分担や事業計画について掲載されています。 

以上です。 

 

ご質問等ございましたらお願いします。 

ご質問がないようですので、この件に関しましては、このとおりご承知

いただければと思います。続きまして（7）令和6年5月行事予定について、

松﨑学校教育課長と藤田生涯学習課長より説明いたします。 

 

会議要項の 10ページをご覧ください。 

学校教育課、小中学校の 5 月の予定です。5月は、学校の先生や指導主事

の新任者向け研修がそれぞれ予定されています。管内校長会、園長会議

など定例の会議に加えまして、前期計画訪問が始まります。16（水）県

市町村学校教育主管課長会議と 22（水）エリアサポート会議は、学校教

育主管課長を対象とする会議です。23（木）幼保こ小連携推進会議では、

子どもたちのためになる連携を目指し会議の在り方や内容を見直しなが

ら実施する予定です。学校では、20（月）から 31（金）にかけて、心理

検査 hyper-QU が予定されています。hyper-QU の結果は、学校生活の充実

と人間関係づくり・学級づくりに活用しております。その他、記載のと

おりです。 

 

引き続きまして、11・12ページをご覧ください。生涯学習課関係の予定

表を記載しております。 

5月5日に鶉古城まつりがあります。こちらの藤棚呈茶会では谷津委員に

大変お世話になっております。今回記念すべき10回目ということで大々

的に実施をして参りたいと思います。鶉古城まつりは、昨年から藤棚呈

茶会に乗っかるような形で、実施をしているところですけれども、お手

元のパンフレットについて、各方面でお配りをしているところでござい

ます。昨年はキッチンカーやマルシェが公園の中に入って、一体化した

ことでよかった反面、混雑をしてしまって、渋滞など、なかなか買い物
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ができなかったという反省点がありました。これを踏まえ、キッチンカ

ーについては、おうら中央多目的広場で実施します。また、町の文化財

である刀剣については、図書館のギャラリーで現物を展示する予定でご

ざいます。それから町の文化財保護調査員の現地説明会を当日予定して

います。鶉古城の歴史の説明を私と大塚さんで担当します。それ以外に

も、盛和会さんの和太鼓演奏やオーランドさんのイベントなどを企画し

ておりますので、ぜひお時間ありましたら、ご来場いただければと思い

ます。4月は各施設とも、団体等の総会が多かったのですが、5月以降に

ついては、本格的に教室・講座等の活動を実施していくようなかたちに

なります。12ページですが、5月25日は、長柄公民館で親子麦刈り体験、

サントリーの工場見学ということで昨日、長柄公民館で打ち合わせをし

てきましたが、千代田町と館林市と合同で実施をするというようなこと

で今進めております。今後、各市町の教育長さんにサントリーさんがご

挨拶をしたいという場面があるかもしれませんが、その際はご案内いた

します。それから5月25日・26日については、中央公民館まつりの実施を

予定しています。以上です。 

 

ご質問ございましたらお願いします。ご質問ないようですので、それで

はこの件に関しましては、このとおりご承知いただければと思います。 

次の（8）次回教育委員会の日程について、事務局から提案をさせていた

だきます。 

 

次回の教育委員会会議の予定ですが、5月21日火曜日の午前若しくは午

後、又は5月29日水曜日の午前中を予定させていただきたいと思っており

ます。皆様のご都合はいかがでしょうか。 

 

それでは、次回の会議は、5月29日の9時半からでよろしいでしょうか。 

異議がないようですので、次回の教育委員会は、5月29日の9時半から行

うということに決定しました。 

続きまして9その他について、委員さんから何かございましたらお願いし

ます。特にないようですが、事務局は何かございますか。 

 

学校教育課から、2件ございます。 

1 点目ですが、明和町教育委員会から、令和 6年 4月 1 日付けで教育委員

等の異動通知がございました。教育長は、令和 6年 3月 31 日任期満了、

令和 6 年 4 月 1 日付けで再任です。教育長職務代理者は、令和 6 年 3 月
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31 日任期満了となり、令和 6 年 4 月 1日付けで新たな委員が職務代理者

に就任しました。新たな委員として、令和 6 年 4 月 1 日付けで小宅誠氏

が就任しました。 

もう 1 点についてですが、不登校未然防止対策について令和 6 年度の方

針を報告いたします。引き続き不登校対策、また、その未然防止対策を

継続いたしますが、今年度は、2 点目標とします。1 つは、実際の取組を

文字に起こして見える化すること。もう 1 つは、学校の困りごとに寄り

添う取組です。各学校に配置している町費の相談員や管理職を含む学校

教職員の困りごとを、教育相談室長に吸い上げていただく計画をしてお

ります。子どもたちのためになる支援を目指すため、スクールカウンセ

ラーなどの専門職に頼ること、教育相談室で相談にのれること、行政と

して事務局が担えることをしっかり見極めようという計画です。一歩踏

み出して、調整しながら進めてみる考えでおります。以上です。 

 

この件に関してご質問等ございますか。 

特に質問等ないようですので、引き続き、非公開案件の協議に移りたい

と思います。報告第1号、臨時代理した事務の報告についてを議題としま

す。 

 

以下非公開 

 

報告第1号 臨時代理した事務の報告については、承認されました。それ

では次にその他の（6）長期欠席者等の状況についてを議題とします。 

 

以下非公開 

 

以上で4月の教育委員会会議を閉会します。ありがとうございました。 

 


